（様式1-1）
平成　年　月　日

質問書（第一次）提出届

横浜市長

住所

企業名

代表者氏名

　

　このたび、「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」について、別紙の事項について質問がありますので提出します。

	
	質問数
	備考

	入札説明書
	
	

	要求水準書
	
	

	落札者決定基準
	
	

	モニタリング基本計画
	
	

	様式集
	
	

	基本協定書（案）
	
	

	事業契約書（案）
	
	

	その他
	
	


　

(担当者連絡先)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企　業　名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役職名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX番号
E-mail

※１　本様式を参照し、本届出を保存した文書ファイル（Microsoft社製Word）と様式1-2を電子メールに添付して送付してください。

（様式1-3）
平成　年　月　日

質問書（第二次）提出届

横浜市長

住所

企業名

代表者氏名

　

　このたび、「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」について、別紙の事項について質問がありますので提出します。

	
	質問数
	備考

	入札説明書
	
	

	要求水準書
	
	

	落札者決定基準
	
	

	モニタリング基本計画
	
	

	様式集
	
	

	基本協定書（案）
	
	

	事業契約書（案）
	
	

	その他
	
	


　

(担当者連絡先)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企　業　名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役職名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX番号
E-mail

※１　本様式を参照し、本届出を保存した文書ファイル（Microsoft社製Word）と様式1-4を電子メールに添付して送付してください。

（様式1-5）
平成　年　月　日

参考資料の閲覧・貸与申込書
横浜市長

住所

企業名
代表者氏名

　

　このたび、「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」について、資料の閲覧・貸与を申し込みます。

	閲覧・貸与資料受取希望日時
	第一希望
	

	
	第二希望
	

	閲覧希望資料
	

	貸与希望資料
	


　

(担当者連絡先)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企　業　名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役職名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX番号
E-mail

※１　第一希望と第二希望は４日間以上間隔をあけてください。

※２　閲覧・貸与日時については、申込者に対して市より連絡します。なお、希望日時については、現場の業務状況等によりご希望に添えない場合があります。
※３　閲覧・貸与希望資料欄には、閲覧・貸与を希望する内容についての概要を記載してください。なお、閲覧・貸与資料については、希望に添えない場合があります。

（様式1-6）
平成　年　月　日

参考資料の受取書兼誓約書
横浜市長

住所

企業名

代表者氏名　　　　　　　　　　　　　印
　

　このたび、「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」について、以下の資料の貸与を受けたこと及び本事業以外の目的で使用しないことを誓約いたします。
	受取資料
	

	資料受取日
	

	資料返却予定日
	


　

(担当者連絡先)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企　業　名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役職名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX番号
E-mail

※１　受取資料欄には、貸与を受けた資料の名称等を記入してください。

※２　資料返却予定日は、資料受取日から３営業日以内とします。

（様式2-1）

平成　年　月　日

代表企業名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

入札参加資格確認審査の確認書

	様式
	内容
	部数
	入札

参加者

確認
	市

確認

	様式2-1
	入札参加資格確認審査の確認書
	正1
	
	

	様式2-2
	入札参加表明書
	
	
	

	様式2-3
	入札参加者の構成員、及び協力会社構成表
	
	
	

	様式2-4
	委任状
	
	
	

	様式2-5
	入札参加資格確認申請書
	
	
	

	様式2-6
	資格申告書（設計業務にあたる者）
	
	
	

	様式2-7
	資格申告書（建設業務にあたる者）
	
	
	

	様式2-8
	資格申告書（工事監理業務にあたる者）
	
	
	

	様式2-9
	資格申告書（管理運営業務にあたる者）
	
	
	

	様式2-10
	資格申告書（燃料化物の有効利用業務にあたる者）
	
	
	

	様式2-11
	本業務を実施する上で必要な資格等に関する確認書
	
	
	

	様式2-12
	燃料化物の有効利用業務にあたる者の重複参加に関する誓約書
	
	
	

	様式2-13
	改良土プラントに関連する業務にあたる者の重複参加に関する誓約書
	
	
	

	様式2-14
	添付書類提出確認書
	正1
（企業ごと）
	
	


※必要書類が必要部数揃っていることを確認した上で、「入札参加者確認」欄に「○」をつけてください。
※様式2-12、2-13については必要に応じて提出してください。提出を要しない場合には、「入札参加者確認」欄に斜線をつけてください。

（様式2-2）

平成　年　月　日

入札参加表明書

横浜市長

平成27年７月14日付で公表されました「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」に係る総合評価一般競争入札に参加することを表明いたします。

なお、以下の各構成員、協力会社並びにその企業の子会社又は親会社は、燃料化物有効利用業務にあたる者を除き、他のグループの構成員又は協力会社として「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」の総合評価一般競争入札に参加しないことを誓約します。

〔代表企業〕

商号または名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　印

	企業名
	参加区分
	担当する業務
	添付書類

	
	
	設計に

関する業務
	建設に

関する業務
	管理運営業務
（燃料化物の

有効利用業務を除く）
	燃料化物の

有効利用業務
	

	
	
	役割
	資格
	役割
	資格
	役割
	資格
	役割
	資格
	

	(例)●●株式会社
	代表企業
	○
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※１　参加区分には「代表企業」、「構成員」または「協力企業」のいずれかを記載してください。

※２　各企業が、本事業においていずれの役割を担当しているかを、表中の該当する役割欄に○印をつけてください。

※３　入札参加資格で求めた資格を有する企業は、資格欄に○印をつけてください。

※４　添付書類の確認欄は、企業ごとに添付資料提出確認書が揃っていることを確認の上、○印をつけてください。

※５　記入欄が足りない場合や変更が必要な場合は、適宜追加・変更してください。

（様式2-3）

平成　年　月　日

入札参加者の構成員及び協力会社構成表

	1．代表企業

	所在地
商号又は名称
代表者名
担当者氏名
　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX
　　　E-mail

	2．構成員・協力会社

	所在地
商号又は名称
代表者名
担当者氏名
　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX
　　　E-mail

	3．構成員・協力会社

	所在地
商号又は名称
代表者名
担当者氏名
　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX
　　　E-mail

	4．構成員・協力会社

	所在地
商号又は名称
代表者名
担当者氏名
　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX
　　　E-mail

	5．構成員・協力会社

	所在地
商号又は名称
代表者名
担当者氏名
　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX
　　　E-mail


※１　構成員又は協力会社のいずれかに○をつけてください。

※２　構成員又は協力会社の記入欄が足りない場合は、本様式に準じて作成・追加してください。

（様式2-4）

平成　年　月　日

委任状

横浜市長

	構成員
	所在地

商号又は名称

代表者名
	[image: image1.emf]印



	構成員
	所在地

商号又は名称

代表者名
	[image: image2.emf]印



	構成員
	所在地

商号又は名称

代表者名
	[image: image3.emf]印



	協力会社
	所在地

商号又は名称

代表者名
	[image: image4.emf]印



	協力会社
	所在地

商号又は名称

代表者名
	[image: image5.emf]印




※構成員又は協力会社の記入欄が足りない場合は、本様式に準じて作成・追加してください。
私は、下記の企業をグループの代表企業とし、「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」に関し、下記の権限を委任します。

	受任者
	所在地

商号又は名称

代表者名
	[image: image6.emf]印



	委任事項
	1.入札参加資格確認申請に関する件

2.入札辞退に関する件
3.入札に関する件
4.提案書審査に関する件
	


（様式2-5）

平成　年　月　日

入札参加資格確認申請書

横浜市長

平成27年７月14日付で公表されました「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」に係る入札参加資格の確認のために、必要書類を添付して申請します。

なお、入札説明書に定められた入札参加資格要件等を満たしていること、並びに提出書類の記載事項及び添付資料のすべての記載事項が事実と相違ないことを誓約いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔代表企業〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号または名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　印

（様式2-6）

資格申告書（設計業務にあたる者）

	入札参加資格要件
	設計業務にあたる者

ａ　管理技術者及び照査技術者として、技術士登録の総合技術監理部門（選択科目を下水道とするものに限る。）又は上下水道部門（選択科目を下水道とするものに限る。）の資格を有する者を配置できること。

ｂ　担当技術者として、下水道法第22条に規定された資格を有する者を配置できること。

ｃ　建築士法（昭和25年法律第202号）第23条の規定に基づく一級建築士事務所の登録を行っていること。なお、平成15年度以降に建築士法により監督処分を受けたことがないこと。
ｄ　平成27・28年度横浜市一般競争入札有資格者名簿（設計・測量等関係）において登録を認められている者又はその営業を継承した者と認められる者であること


	企業名
	

	構成員、又は協力会社の別
	構成員　・　協力会社

（いずれかを囲むこと）

	一級建築士事務所登録番号
	　　　　　　　　　　　　　　　　　（取得年月日：○年○月○日）

	平成27・28年度横浜市一般競争入札有資格者名簿(設計･測量等関係)業者コード
	　　　　　　　　　　　　　　　　　（資格開始年月：○年○月）

	配置予定の管理技術者及び照査技術者の技術士登録番号
	管理技術者　　技術士登録番号　○○

照査技術者　　技術士登録番号　○○

	配置予定の担当技術者の下水道法第22条に規定された資格者数
	　　　　　　　名

	一級建築士数
	　　　　　　　名


※１　複数の設計会社が構成員又は協力会社となる場合は、企業ごとに本様式を作成してください。

※２　上記資格を証明できる資料を様式2-14に添付して提出してください。

（様式2-7）

資格申告書（建設業務にあたる者）

	入札参加資格要件
	建設業務にあたる者
ａ　建設業法（昭和24年法律第100号）第３条第１項の規定による機械器具設置工事及び建築一式工事につき特定建設業の許可を受けていること。ただし、建設業務にあたる者が複数である場合には、このうち１者が満たせば良いものとする。

ｂ　平成27・28年度横浜市一般競争入札有資格者名簿（工事関係）において「電気」若しくは「機械器具設置」に登録を認められている者、又はその営業を継承した者と認められる者であること。ただし、建設業務にあたる者が複数である場合には、このうち1者が満たせば良いものとする。
ｃ　平成12年４月１日以降に完成した終末処理場に係る下水燃料化設備工事又は下水汚泥焼却設備工事（新設、増設又は更新工事に限る。）の元請としての施工実績を有し、かつ同設備は入札参加資格確認審査に関する提出書類の提出締切日において１年以上の稼働実績を有すること（当該施工実績が共同企業体の構成員としての実績の場合は、代表構成員のものに限る。）。


	企業名
	

	構成員、又は協力会社の別
	構成員　・　協力会社

（いずれかを囲むこと）

	特定建設業の許可番号
	　　　　　　　　　　　　　　　　　（取得年月日：○年○月○日）

	平成27・28年度横浜市一般競争入札有資格者名簿（工事関係）業者コード
	　　　　　　　　　　　　　　　　　（資格開始年月：○年○月）

	工

事

実

績

の

内

容
	工事の名称
	

	
	工事の発注者名
	

	
	工事の受注者名
	

	
	施工場所
	

	
	工期
	平成○年○月○日～平成○年○月○日

	
	完成・引渡完了日
	平成○年○月○日

	
	稼動開始日
	平成○年○月○日

	
	工事の内容（規模等）
	


※１　複数の建設会社が構成員又は協力会社となる場合は、企業ごとに本様式を作成してください。

※２　上記資格を証明できる資料を様式2-14に添付して提出してください。

（様式2-8）

資格申告書（工事監理業務にあたる者）

	入札参加資格要件
	工事監理業務にあたる者

ａ　建設業法（昭和24年法律第100号）第３条第１項の規定による機械器具設置工事及び建築一式工事につき特定建設業の許可を受けていること。ただし、建設業務にあたる者が複数である場合には、このうち１者が満たせば良いものとする。

ｂ　平成27・28年度横浜市一般競争入札有資格者名簿（工事関係）において「電気」若しくは「機械器具設置」に登録を認められている者、又はその営業を継承した者と認められる者であること。ただし、建設業務にあたる者が複数である場合には、このうち1者が満たせば良いものとする。
ｃ　工事監理者として、監理技術者資格者証及び監理技術者講習修了証を有する者を配置できること。


	企業名
	

	構成員、又は協力会社の別
	構成員　・　協力会社

（いずれかを囲むこと）

	特定建設業の許可番号
	　　　　　　　　　　　　　　　　　（取得年月日：○年○月○日）

	平成27・28年度横浜市一般競争入札有資格者名簿（工事関係）業者コード
	　　　　　　　　　　　　　　　　　（資格開始年月：○年○月）

	配置予定の監理技術者（監理技術者資格者証及び管理技術者講習修了証を有する者）
	　　　　　　名


※１　複数の建設会社が構成員又は協力会社となる場合は、企業ごとに本様式を作成してください。

※２　上記資格を証明できる資料を様式2-14に添付して提出してください。

（様式2-9）

資格申告書（管理運営業務にあたる者）

	入札参加資格要件
	管理運営業務にあたる者（燃料化物の有効利用業務にあたる者を除く）
ａ　平成27・28年度横浜市一般競争入札有資格者名簿（物品・委託等関係）において委託関係の営業種目で登録を認められている者又はその営業を継承した者として認められるものであること。

ｂ　管理運営業務の遂行において担当する業務に必要となる資格（許認可、登録等）を取得していること。ただし、管理運営業務にあたる者が複数である場合には、このうち1者が満たせば良いものとする。

	企業名
	

	構成員、又は協力会社の別
	構成員　・　協力会社

（いずれかを囲むこと）

	平成27・28年度横浜市一般競争入札有資格者名簿（物品･委託等関係）業者コード、営業種目
	　　　　　　　　（営業種目：　　　）（資格開始年月：○年○月）

	資格
	


※１　複数の会社が本業務を担う場合には会社ごとに本様式を作成してください。

※２　上記資格を証明できる資料を様式2-14に添付して提出してください。

（様式2-10）
資格申告書（燃料化物の有効利用業務にあたる者）

	入札参加資格要件
	燃料化物有効利用業務にあたる者

ａ　平成27・28年度横浜市一般競争入札有資格者名簿（物品・委託等関係）においていずれかの営業種目に登録を認められている者又はその営業を継承した者として認められるものであること。
ｂ　燃料化物の有効利用業務にあたる者は、事業期間中、燃料化物を購入する旨の確約を提示することとする。

　　なお、燃料化物の有効利用業務にあたる者または応募グループの代表企業は燃料利用先における自治体の関係法令等の規制状況を把握したうえで、原則として入札書類の提出時までに、当該自治体と燃料化物の利用について協議し、協議した証を提出することとする。
　　市においては、「横浜市生活環境の保全等に関する条例」（平成14年横浜市条例第58号）第39条の規定により定められた、「環境への負荷の低減に関する指針（事業所の配慮すべき事項）」第２項(1)に基づき協議を行う。

	企業名
	

	構成員、又は協力会社の別
	構成員　・　協力会社

（いずれかを囲むこと）

	平成27・28年度横浜市一般競争入札有資格者名簿（物品･委託等関係）業者コード、営業種目
	　　　　　　　　（営業種目：　　　）（資格開始年月：○年○月）

	重複参加
	有　・　無
（いずれかを囲むこと）


※１　複数の会社が本業務を担う場合には企業ごとに本様式を作成してください。

※２　上記資格を証明できる資料（確約書等）を様式2-14に添付して提出してください。

※３　重複参加する場合には、様式2-12を提出してください。

（様式2-11）

本業務を実施する上で必要な資格等に関する確認書

横浜市長

平成27年７月14日付で入札公告のありました「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」における設計に関する業務、建設に関する業務、管理運営業務を実施するにあたり、必要な資格（許可・登録・認定など）をもってこれを実施することを誓約します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔代表企業〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号または名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　印

（様式2-12）
燃料化物の有効利用業務にあたる者の重複参加に関する誓約書
横浜市長

平成27年７月14日付で入札公告のありました「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」において燃料化物の有効利用業務にあたる者として、複数の応募グループの構成員又は協力会社として入札に参加します。参加にあたっては、下記の項目について遵守することを誓約します。

１　本事業の入札において、いずれの応募グループの代表企業でもありません。

２　重複参加する各応募グループに対する公平性を確保し、構成員又は協力会社として得た入札に関する一切の情報について、他の応募グループに提供しません。

３　企業内において、各応募グループの情報を隔離します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔重複参加を希望する企業〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号または名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　印

　上記の企業が「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」において燃料化物の有効利用業務にあたる者として、複数の応募グループの構成員又は協力会社として入札に参加することを認めます。また、代表企業として、上記の企業を通じて他の応募グループの機密情報を得ようとしないことを誓約します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　〔代表企業〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号または名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　印

※　燃料化物の有効利用業務にあたる者が重複参加する場合にのみ提出してください。
（様式2-13）
改良土プラントに関連する業務にあたる者の重複参加に関する誓約書
横浜市長

平成27年７月14日付で入札公告のありました「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」において改良土プラントに関連する業務にあたる者として、複数の応募グループの構成員又は協力会社として入札に参加します。参加にあたっては、下記の項目について遵守することを誓約します。

１　本事業の入札において、いずれの応募グループの代表企業でもありません。

２　重複参加する各応募グループに対する公平性を確保し、構成員又は協力会社として得た入札に関する一切の情報について、他の応募グループに提供しません。

３　企業内において、各応募グループの情報を隔離します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔重複参加を希望する企業〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号または名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　印

　上記の企業が「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」において改良土プラントに関連する業務にあたる者として、複数の応募グループの構成員又は協力会社として入札に参加することを認めます。また、代表企業として、上記の企業を通じて他の応募グループの機密情報を得ようとしないことを誓約します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔代表企業〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号または名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　印

※　改良土プラントに関連する業務にあたる者が重複参加する場合にのみ提出してください。
（様式2-14）

平成　年　月　日

添付書類提出確認書

	企業名
	

	担当業務
	

	添付書類
	入札参加者

確認
	市

確認

	①
	会社概要
	
	

	②
	会社定款（入札公告日以降に交付されたこと）
	
	

	③
	印鑑証明書（入札公告日以降に交付されたこと）
	
	

	④
	使用印鑑届（様式は随意）
	
	

	⑤
	法人税納税証明書（入札公告日以降に交付されたこと）
	
	

	⑥
	消費税納税証明書（入札公告日以降に交付されたこと）
	
	

	⑦
	商業登記簿謄本（入札公告日以降に交付されたこと）
	
	

	⑧
	企業単体の貸借対照表及び損益計算書（直近３期分）
	
	

	⑨
	企業単体の減価償却明細表（直近３期分）
	
	

	⑩
	連結決算の貸借対照表及び損益計算書（直近１期分）
	
	

	⑪
	入札参加者の資格を称する書類の写し
	
	

	⑫
	企業の業務実績を証明できる資料（契約書の写し等）
	
	

	⑬
	個人の資格を証明できる資料
	
	

	⑭
	重複参加の誓約書
	
	

	⑮
	その他
	
	


※　企業ごとに本様式を使用し、提出してください。

（様式3-1）

平成　年　月　日

入札辞退届

横浜市長

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔代表企業〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号または名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　印

平成27年７月14日付で公表された「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」の入札参加資格確認申請を行いましたが、入札を辞退します。

（様式3-2）

審査結果等に関する理由説明の要求書

横浜市長

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔代表企業〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号または名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　印

「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」における審査結果等に関する理由説明を要求します。

説明要求事項

１　入札参加資格審査

２　提案書審査

（説明が必要な事項について、○を記入して下さい）
	（要求する理由、具体的に説明を求める事項等）


（様式4-1）
平成　年　月　日

入札書

件名　横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業
「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」の「入札説明書等」を承諾の上、下記の金額によって入札します。

１　総合評価一般競争入札価格のうち本事業の設計に関する業務、建設に関する業務及び管理運営に係る対価

入札金額　金　　　　　　　　　　　　　　　円也（消費税及び地方消費税相当額を除く。）

２　総合評価一般競争入札価格のうち燃料化物の購入対価

入札金額　金　　　　　　　　　　　　　　　円也（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
３　総合評価一般競争入札価格のうち焼却灰の購入対価
入札金額　金　　　　　　　　　　　　　　　円也（消費税及び地方消費税相当額を除く。）
横浜市長

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔代表企業〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号または名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　印

※１　入札書には、消費税及び地方消費税相当額を除く金額を記載すること。

※２　代理人が入札をするときは、入札参加者の商号又は名称及び代表者氏名、並びに代理人であることの表示及び当該代理人の氏名を記載し、かつ、押印すること。

※３　復代理人が入札をするときは、入札参加者の商号又は名称及び代表者氏名、代理人であることの表示及　　　　

び当該代理人の氏名、並びに復代理人であることの表示及び当該復代理人の氏名を記載し、かつ、押印すること。
※４　上記１の「本事業の設計に関する業務、建設に関する業務及び管理運営に関する業務の対価」には、改良土プラントの設計業務及び建設業務の対価は含むが、管理運営の対価は含まないものとする。
（様式4-3）

平成　年　月　日

委任状

私は　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　を代理人と定め、下記の権限を委任します。

記

　事業名：横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業
　　1.入札に関する一切の件

　　2.復代理人選任の件

　　平成　年　月　日
横浜市長

委任者

　名　称

　所在地

　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　印

（様式4-4）

平成　年　月　日

委任状

私は　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　を復代理人と定め、下記の権限を委任します。

記

　事業名：横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業
　　1.入札に関する一切の件

　　平成　年　月　日

横浜市長

委任者

　名　称

　所在地

氏名　　　　　　　　　　　　　印

（様式4-5）

入札説明書等に関する誓約書

横浜市長

平成27年７月14日付で入札公告のありました「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」の入札に対する本入札提出書類の一式は、入札説明書、要求水準書、モニタリング基本計画、基本協定書（案）及び事業契約書（案）等の入札説明書等に示した条件及び水準等を満たし、又はそれ以上の条件及び水準等であることを誓約します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔代表企業〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号または名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　印

（様式4-6）

燃料化物の利用に関する確約書兼協議証明書

横浜市長

平成27年７月14日付で入札公告のありました「横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業」に係る事業契約書を締結した際には、事業期間にわたり、燃料化物を購入することを確約します。また、燃料利用先における自治体と燃料化物の利用について協議したことを、証します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　〔代表企業または燃料化物の有効利用にあたる者〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号または名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　印

※１　燃料利用先における自治体と燃料化物の利用について協議した証（様式自由）を添付すること。

（様式4-7）

平成　年　月　日

代表企業名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

入札及び提案書類の確認書

	様式
	内容
	部数
	入札

参加者

確認
	市

確認

	様式4-1
	入札書
	正1
	
	

	様式4-2
	入札価格内訳書
	（封印）
	
	

	様式4-3
	委任状（代理人が入札する場合）
	正1
	
	

	様式4-4
	委任状（復代理人が入札する場合）
	
	
	

	様式4-5
	入札説明書等に関する誓約書
	
	
	

	様式4-6
	燃料化物の利用に関する確約書兼協議証明書
	
	
	

	様式4-7
	入札及び提案書類の確認書
	
	
	

	様式5-1
	入札価格の内訳に関する書類（表紙）
	正1副15
	
	

	様式5-2
	設計建設費（サービス購入料A1、A2等）
	
	
	

	様式5-3
	管理運営費（サービス購入料B1、B2、B3、B4）
	
	
	

	様式5-4
	設計業務及び建設業務の対価（サービス購入料A2）支払予定表
	
	
	

	様式5-5
	管理運営の対価（サービス購入料B1）支払予定表
	
	
	

	様式5-6
	管理運営の対価（サービス購入料B2）支払予定表
	
	
	

	様式5-7
	管理運営の対価（サービス購入料B3）支払予定表
	
	
	

	様式5-8
	管理運営の対価（サービス購入料B4）支払予定表
	
	
	

	様式5-9
	修繕業務計画表（サービス購入料B3）
	
	
	

	様式5-10
	投資計画及び資金調達計画書
	
	
	

	様式5-11
	長期収支計画表及び市の支払うサービス対価
	
	
	

	様式6-1
	提案書（表紙）
	正1副15
	
	

	様式6-2
	提案概要説明書
	
	
	

	様式6-3
	事業実施の基本方針に関する提案
	
	
	

	様式6-4
	事業の実施体制に関する提案
	
	
	

	様式6-5
	燃料化物の有効利用業務を実施する体制に関する提案
	
	
	

	様式6-6
	セルフモニタリングに関する提案
	
	
	

	様式6-7
	リスク管理に関する提案
	
	
	

	様式6-8
	地域貢献等に関する提案
	
	
	

	様式6-9
	資金調達計画に関する提案
	
	
	

	様式6-10
	事業収支計画に関する提案
	
	
	

	様式6-11
	解体撤去計画に関する提案
	
	
	

	様式6-12
	施設の建設計画に関する提案
	
	
	

	様式6-13
	施設の施工実績等に関する提案
	
	
	

	様式6-14
	消化汚泥等の受入及び燃料化物の製造能力に関する提案
	
	
	

	様式6-15
	物質収支計画に関する提案
	
	
	

	様式6-16
	熱収支計画に関する提案
	
	
	

	様式6-17
	使用するユーティリティとその使用量に関する提案
	
	
	

	様式6-18
	施設から排出される環境負荷の削減に関する提案
	
	
	

	様式6-19
	施工計画に関する提案
	
	
	

	様式6-20
	温室効果ガスの削減に関する提案
	
	
	

	様式6-21
	建設副産物の扱いに関する提案
	
	
	

	様式6-22
	管理運営体制（通常時の体制、緊急事態発生時の体制）に関する提案
	
	
	

	様式6-23
	保全管理・保守点検・修繕計画に関する提案
	
	
	

	様式6-24
	燃料化物の安全管理に関する提案
	
	
	

	様式6-25
	管理運営上の副産物の扱いに関する提案
	
	
	

	様式6-26
	改良土プラントの管理運営に関する提案
	
	
	

	様式6-27
	見学者対応計画に関する提案
	
	
	

	様式6-28
	管理運営業務実施計画等に関する提案
	
	
	

	様式6-29
	市に対して行う報告事項に関する提案
	
	
	

	様式7-1
	設計説明書（表紙）
	正1副15
	
	

	様式7-2
	施設概要及びプロセス説明書
	
	
	

	様式7-3
	設計検討書
	
	
	

	様式7-4
	機器リスト
	
	
	

	様式8-1
	設計建設図面集（表紙）
	正1副15
	
	


	様式8-2
	提案図面一覧表
	
	
	

	様式任意
	ア　施設全体配置図
	
	
	

	様式任意
	イ　施設各階平面図
	
	
	

	様式任意
	ウ　施設立面図
	
	
	

	様式任意
	エ　施設断面図
	
	
	

	様式任意
	オ　機器配置図
	
	
	

	様式任意
	カ　各種フローシート
	
	
	

	様式任意
	キ　基礎図
	
	
	

	様式任意
	ク　建築図
	
	
	

	様式任意
	ケ　物質収支フロー
	
	
	

	様式任意
	コ　熱収支フロー
	
	
	

	様式任意
	サ　単線結線図
	
	
	

	様式任意
	シ　監視制御システム構成図
	
	
	

	様式任意
	ス　計装フロー図
	
	
	

	様式任意
	セ　その他説明図
	
	
	

	様式9-1
	資料集（表紙）
	正1副15
	
	

	様式9-2
	提出資料一覧表
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※　必要書類が必要部数揃っていることを確認した上で、「入札参加者確認」欄に「○」をつけてください。
※　図面集及び資料集に追加があり記入欄が足りない場合や変更が必要な場合は、適宜追加・変更してください。

（様式5-1）

横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業
入札価格の内訳に関する書類（表紙）

平成27年　　月　　日

	提案者記号


	


（様式6-1）

横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業
提案書

（表紙）

平成27年　　月　　日

	提案者記号

	


（様式6-2）

	提案概要説明書

	※　Ａ4縦　4枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　本事業に対する提案の概要、スキーム、燃料化施設・汚泥焼却炉・改良土プラント等の特色、燃料利用・改良土利用についての考え方、燃料化物・改良土の性状（特徴）、アピールポイント等について、簡潔にまとめ、分かりやすく記述してください。



（様式6-3）

	事業実施の基本方針に関する提案

	※　Ａ4縦　2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　本事業を実施するにあたっての基本方針について
２　本事業を実施するにあたっての課題認識及びその対応方針について
３　本事業をＰＦＩ事業として実施するにあたっての対応及び方策について
４　その他


（様式6-4）

	事業の実施体制に関する提案

	※　Ａ4縦　4枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　本事業におけるマネジメント体制について
２　代表企業、構成員及び協力会社の実績等（燃料化物の有効利用業務にあたる者を除く。）について

企業番号

参加区分

実績等

1-1

1-2

1-3

1-4

※　表の大きさ及び記入欄は、本様式に準じて適宜追加等の変更してください。なお、実績がない場合には空欄としてください。
※　本項目には、企業名等が特定できる内容は記載せず、様式９に企業番号ごとに記載内容が確認できる資料を添付してください。

３　非常時等の連絡体制について
４　その他


（様式6-5）

	燃料化物の有効利用業務を実施する体制に関する提案

	※　Ａ4縦　2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　燃料化物の有効利用業務の実施体制について

２　燃料化物の有効利用業務にあたる者の事業について
３　本事業に対する取り組み方針について
４　有効利用先について
事業所

番号

所在する

都道府県名

事業所の概要

現在使用して

いる化石燃料

事業所内の有効利用
施設数

1

2

3

4

※　表の大きさ及び記入欄は、本様式に準じて適宜追加等の変更してください。

※　本項目には、有効利用先が特定できる内容は記載せず、様式９に事業所番号ごとに記載内容が確認できるパンフレット等を添付してください。
※　本項目に記載されている事業所については、原則として事業契約の締結までに事業所がある地域の自治体と協議して承諾を得ることとします。

５　有効利用先における環境への配慮について

※　有効利用先から排出される環境負荷項目（排ガス中の硫黄酸化物、窒素酸化物、ばいじん等）について、関係法令等による規制基準値よりも環境負荷を低減できる自主基準値を設定している場合には、前項目の事業所番号を使用してその内容を記載してください。
６　その他


（様式6-6）

	セルフモニタリングに関する提案

	※　Ａ4縦　4枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準及書及びモニタリング基本計画等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　セルフモニタリングの実施体制について

２　セルフモニタリングの実施内容について

※　上記１及び２に関しては、まとめて一項目で記載することも可能とします。その場合には名称を「セルフモニタリングの実施体制及び内容について」とし、項目番号を適宜変更してください。
３　測定、試験（粉じん、騒音、振動、悪臭、排水、処理対象物性状、残渣性状等）の実施計画とその考え方について
４　その他


（様式6-7）

	リスク管理に関する提案


業

	名

	想定されるリスク

	リスクの

管理者及び

管理方法

	リスク発生の抑制方法

	リスク顕在化の対応策

		内容

	頻度

	事業への影響

			
							
							
							
							

	※　表の大きさ及び記入欄は、本様式に準じて適宜追加等の変更してください。
３　保険の付保について
※　加入する予定の保険について、すべて記載してください。

４　ＳＰＣ又は出資者の破綻時の対処方法（権利移転等）について
５．その他




（様式6-8）

	地域貢献等に関する提案

	※　Ａ4縦　3枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　本事業の実施を通じた地域への貢献や地域経済の活性化について



（様式6-9）

	資金調達計画に関する提案

	※　Ａ4（縦・横自由）2枚以内（添付書類を除く。）（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１．所要資金に対する資金調達の内訳（比率）

※　設立予定のSPCの資本金の比率が、所要資金のどの程度の比率になるかも、明示してください。
２．主要な資金調達先の概要

３．資金調達の形態（プロジェクトローンなど）

４．資金調達の主要な条件（借入金利、借入期間、返済方法）

※　具体的な借入金額は、ここには記載しないでください。

５　資金調達の確実性について

※　資金面のアドバイザーの有無、幹事行決定の有無、金融機関・ＰＦＩ推進機構等からの関心表明等の有無、資金調達を確実に行なうための工夫を記載してください。また、本提案に関する添付書類がある場合には、様式９に添付してください。
６．その他




（様式6-10）

	事業収支計画に関する提案

	※　Ａ4（縦・横自由）2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　事業収支計画に関する基本的な考え方について
２　資金面から事業を安定的かつ継続的に実施する工夫について

３　損益状況及び資金収支状況について
※　ここでは、割合や比率のみの記載とし、具体的な金額は記載しないでください。
４　各種指標（ＤＳＣＲ、ＬＬＣＲ、ＥＩＲＲ、ＰＩＲＲ）の水準とその水準に対する考え方について

５　その他


（様式6-11）

	解体撤去計画に関する提案

	※　Ａ4縦　2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　解体撤去対象外の設備等に対する養生について

２　解体撤去方法について
３　解体撤去工程について

４　撤去物の処分計画について

５　その他


（様式6-12）

	施設の建設計画に関する提案

	※　Ａ4縦　12枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　施設の概要について

２　主要設備及び機器の概要について

※　本施設を構成する主要な設備・機器等について、処理のプロセスに沿い、その性能、機能、容量、役割、特徴、制御方法等についての考え方及びその特徴を記載してください。

３　配置計画について

※　処理プロセスと施設配置との関係についての考え方及びその特徴等、施設配置全体計画策定において配慮した点について記載してください。

４　安定的に運転する工夫について

５　消化汚泥等の性状変化への対応について
※　消化汚泥等の性状の標準的な範囲、標準的な範囲外の消化汚泥等の性状に対する対応及び標準的な範囲外の消化汚泥等の性状に対する対応について記載してください。

６　製造する燃料化物・改良土の品質を確保する工夫について

７　大規模修繕を要しない工夫について

８　省エネルギー対策について

※　省エネルギー対策について記載してください。なお、省エネルギー機器を採用する場合には、機器名、台数、能力、効果（通常機器との使用電力量差）、年間削減電力量を記載してください。

９　その他


（様式6-13）

	施設の施工実績等に関する提案

	※　Ａ4（縦・横自由）2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　提案する施設の稼働実績について（稼働前を含む。）
稼働実績番号

施設の種類

稼働施設の

年間処理能力

年間稼働日数（実績）又は稼働予定年月
工事概要

1-1

燃料化施設
1-2

2-1

焼却炉

2-2

3-1

改良土プラント

3-2

※　表の大きさ及び記入欄は、本様式に準じて適宜追加等の変更してください。なお、実績がない場合には空欄としてください。
※　本項目には、稼働場所等が特定できる内容は記載せず、様式９に稼働実績番号ごとに記載内容が確認できる資料を添付してください。

２　提案する技術の技術認証について
　　技術の名称：あり・なし　　（該当項目を○で囲むこと。）

※　技術認証「あり」の場合には、様式９に第三者機関からの認定証等の内容を確認できる資料を添付してください。


（様式6-14）

	消化汚泥等の受入及び燃料化物の製造能力に関する提案

	※　Ａ4縦　2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　消化汚泥等受入能力（単位稼働日あたりの能力（ｔ/日）、最大年間稼働日数（日/年））について

２　計画年間処理量を確実に処理するための工夫について

※　計画年間処理量を確実に処理するための工夫及び機器構成（年間計画処理量に対する余剰の能力等）について記載してください。

３　故障時のリスク分散について

※　機器等が故障した場合にリスクを分散するための工夫及び機器構成（予備機、複数系列化等）について記載してください。

４．その他



（様式6-15）

	物質収支計画に関する提案

	※　Ａ4縦　2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１．物質収支計画の考え方及びその特徴について
※　様式８に物質収支フローを示し、それを元にして記載してください。また、提案する消化汚泥等の性状の標準的な範囲の上限値、平均値、下限値についても記載ください。
２．その他




（様式6-16）

	熱収支計画に関する提案

	※　Ａ4縦　2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１．熱収支計画の考え方及びその特徴について
※　様式８に熱収支フローを示し、それを元にして記載してください。また、提案する消化汚泥等の性状の標準的な範囲の上限値、平均値、下限値についても記載ください。
２．その他




（様式6-17）

	使用するユーティリティとその使用量に関する提案

	※　Ａ4縦　2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１．ユーティリティの種類と量について

※　物質収支計画を踏まえ本事業で使用するユーティリティの種類と量を示すとともに、使用量に関する算出根拠とその考え方について記載してください。

２．消化汚泥等１ｔを燃料化するために必要とするユーティリティ使用量について

※　提案する消化汚泥等の性状の標準的範囲に対して使用するユーティリティ毎の使用量（消化汚泥等１ｔを燃料化するために必要とするユーティリティ使用量）について記載してください。
３．ユーティリティの直接契約について

※　直接契約が可能な（または想定する）ユーティリティ、および直接契約に向けての検討状況（または予定する行動など）について記載してください。
４．その他




（様式6-18）

	施設から排出される環境負荷の削減に関する提案

	※　Ａ4縦　2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１．提案する施設から排出される環境負荷項目（排ガス中の硫黄酸化物、窒素酸化物、ばいじん、塩化水素及びダイオキシン、臭気等）に関する関係法令等による規制基準値について
２．自主基準値の設定について

※　上記１及び２に関しては、まとめて一項目で記載することも可能とします。その場合には名称を「提案する施設から排出される環境負荷項目（排ガス中の硫黄酸化物、窒素酸化物、ばいじん、塩化水素及びダイオキシン、臭気等）に関する関係法令等による規制基準値と自主基準値について」とし、項目番号を適宜変更してください。
３．その他の環境に関する項目についての負荷低減対策について



（様式6-19）

	施工計画に関する提案

	※　Ａ4縦　6枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　設計及び建設期間の工程について

※　入札説明書等に示す事業スケジュール及び上記項目での提案を踏まえ、設計及び建設期間における主要な行事、調査、許可申請、事務手続き、設計、建設（解体、建築、土木、機械設備、電気設備ごと）、試運転、完成検査等の工程について記載ください。

※　上記１及び２に関しては、まとめて一項目で記載することも可能とします。その場合には名称を「設計及び建設期間の工程（建設期間の短縮考慮）について」とし、項目番号を適宜変更してください。

２　安全管理、現場管理及び品質管理に関する工夫について

※　建設期間中の工事管理計画（安全管理、現場管理及び品質管理等）に関する考え方、特徴及び工夫について記載してください。

３　周辺環境への配慮について

※　建設期間中の周辺環境への配慮（低公害型、低騒音型建設機械の採用等）について記載してください。

４　その他




（様式6-20）

	温室効果ガスの削減に関する提案

	※　Ａ4縦　2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。特に、排出量の算出にあたっては「横浜市生活環境の保全等に関する条例」（平成14年横浜市条例第58条）の規定に定められた「温室効果ガスの排出の抑制に関する指針」（平成22年３月25日横浜市告示第110号）及び環境省・経済産業省「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」に基づいて行うこと。排出量算定に必要な排出係数は上記のマニュアルによりますが、記載がない排出係数に関しては、独自の排出係数等を用いて算出し、この場合には、様式９に独自の排出係数等の内容を証明する資料を添付してください。
※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　燃料化物製造時の温室効果ガスの削減量について
※　本項目の温室効果ガスの削減量は、要求水準書に記載された値（“151kg-CO2/t-消化汚泥等”）から、さらに削減可能量を提案してください。
※　記載例）　燃料化物製造時の温室効果ガスの削減量

＝（151 – 「本施設で消化汚泥等１トンを
燃料化するための温室効果ガスの排出量」）×●●ｔ／年
２　有効利用先の化石燃料代替による温室効果ガスの削減量について
※　有効利用先での化石燃料代替による温室効果ガスの削減量を提案してください。

３　燃料化物の輸送に係る温室効果ガスについて
※　本項目は、有効利用先までの輸送に係る温室効果ガスの排出量を提案してください。なお、輸送に係る温室効果ガスがない場合には「なし」と記載し、その理由を記載してください。
※　記載例）　燃料化物の輸送に係る温室効果ガスの排出量

＝「１ｔあたりの輸送に係る排出量（*1）」×●●ｔ／年

　　　　　　　*1　１ｔあたりの輸送に係る排出量（８ｔ車で輸送）
　　　　　　　　　　　　　＝８ｔ車の１ｋｍあたりの排出量×市内の輸送距離÷８ｔ

４　その他

※　本項目は、上記１及び２以外で、本事業に直接係る業務において温室効果ガスを削減可能な内容があれば、その内容及び削減量を記載してください。

５　温室効果ガスの合計削減量

※　合計削減量＝項目１＋項目２－項目３（排出量のため削減量から減算）＋項目４


（様式6-21）

	建設副産物の扱いに関する提案

	※　Ａ4縦　2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　建設副産物の量とその取扱方法について
２　その他



（様式6-22）

	管理運営体制（通常時の体制、緊急事態発生時の体制）に関する提案

	※　Ａ4縦　8枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　管理運営に関する基本方針について

２　管理運営体制（通常時）について
※　運転管理体制、維持管理体制、連絡体制、労働安全衛生管理体制について、以下の事項を明示するとともに、その体制組成に関する考え方及びその特徴について記載してください。

なお、各人員の所属（ＳＰＣ、運営会社等）及び担当業務についても記載してください。

・組織編成（責任者、係、役割分担等）（組織図を添付）

・役割別人員数（事務員、技術員、運転員、法定資格者、その他人員等）

・勤務体制（日勤、夜勤等）

※　各人員の所属は、ＳＰＣを除いて具体的な企業名は記載せず、様式6-4の企業番号を使用してください。

３　管理運営が円滑に行われる工夫について

４　緊急事態発生時の体制について

※　緊急事態発生時の体制、対応方法、緊急事態を未然に防ぐための工夫等を記載してください。
５　その他




（様式6-23）

	保全管理・保守点検・修繕計画に関する提案

	※　Ａ4縦　4枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　保全管理計画について
※　施設の特徴を踏まえた保全管理に関する基本方針、実施計画、実施頻度等の工夫について記載してください。また、保全管理の中で、管理運営期間中に大規模修繕を要しないための工夫があれば記載してください。
２　保守点検計画について
※　施設の特徴を踏まえた保守点検に関する基本方針、実施計画、実施頻度等の工夫について記載してください。また、保守点検の中で、管理運営期間中に大規模修繕を要しないための工夫があれば記載してください。
３　修繕計画について
※　施設の特徴を踏まえた修繕計画に関する基本方針、実施計画、実施頻度等の工夫について記載してください。また、修繕計画の中で、管理運営期間中に大規模修繕を要しないための工夫があれば記載してください。
４　その他




（様式6-24）

	燃料化物の安全管理に関する提案

	※　Ａ4縦　2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　燃料化物貯蔵時の事故予防に関する考え方及び工夫について
２　異常事態発生時に関する対応方法及びその工夫について
３　設備上の安全対策について
４　その他




（様式6-25）

	管理運営上の副産物の扱いに関する提案

	※　Ａ4縦　2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　管理運営時に発生する副産物の量とその取扱いについて
２　副産物の減量化に関する考え方と工夫について

３　その他




（様式6-26）
	改良土プラントの管理運営に関する提案

	※　Ａ4縦　2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　改良土プラントの管理運営に関する基本的な考え方について

２　独立採算の見通しについて

※　ここでは、割合や比率のみの記載とし、具体的な金額は記載しないでください。
３　その他




（様式6-27）
	見学者対応計画に関する提案

	※　Ａ4縦　2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　見学者対応に関する特徴や工夫について
２　その他



（様式6-28）

	管理運営業務実施計画等に関する提案

	※　Ａ4縦　4枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　管理運営業務実施計画等の作成に関する基本方針について
２　管理運営業務実施計画等に関する工夫について
※　上記項目の基本方針を踏まえ、各種計画等を作成する上での留意点や工夫について記載してください。
３　その他


（様式6-29）

	市に対して行う報告事項に関する提案

	※　Ａ4縦　2枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　市に対して行う報告事項に関する基本方針について
２　市に対して行う報告事項に関する工夫について
※　上記項目の基本方針を踏まえ、各種報告を作成する上での留意点や工夫について記載してください。
３　その他


（様式7-1）

横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業
設計説明書

（表紙）

平成27年　　月　　日

	提案者記号


	


（様式7-2）

	施設概要及びプロセス説明書

	※　Ａ4（縦・横自由）4枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　施設概要とシステムプロセスについて

※　技術面を中心とした燃料化施設、汚泥焼却炉、改良土プラントの概要及びプロセス（汚泥燃料化プロセス、給排水プロセス（上水系統、プラント用水系統、再利用水系統、雨水系統、排水系統等）等）について記載してください。
２　その他


（様式7-3）

	設計検討書

	※　Ａ4（縦・横自由）20枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　施設設計に関する基本方針について

※　施設を設計する上での留意点や工夫などを含めた基本的な考え方について記載してください。
２　設計検討について
※　施設を設計する上で必要な設計諸元及び容量計算等について記載してください。なお、容量計算等は、基本的に建築、土木、機械設備、電気設備ごとに記載してください。
３　その他


（様式7-4）

	機器リスト

	※　Ａ4（縦・横自由）8枚以内（提案書作成にあたり、※は消去してください。）

※　要求水準書等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載してください。

※　本提案にあたり関連する様式があれば記載してください（例：「根拠は様式●●」、「●●の詳細については様式■■等」）。

１　機械設備に関する機器リストについて
No.

機器名

仕様

電動機

台数

重量

メーカー名

備考

1

2

3

※　表の大きさ及び記入欄は、本様式に準じて適宜追加等の変更してください。
※　各機器は、システムにおいてどのような役割の機器であるか分かるようにしてください。
（例：様式８のフローシート等に示された機器番号と表中の「No.」と関連付ける。関連付けた場合には、関連付けた様式を明示してください。）
※　「仕様」には、形式、性能、構造、材質等を記載してください。

※　「電動機」には、出力[kW]を記載してください（電動機がある機器に限ります）。

※　「台数」には、その機器の台数を記載してください。なお、予備機がある場合には「（）」にてその数を記載してください。

（例：常用機２台、予備機１台、合計設置台数３台の場合⇒２（１））
※　「重量」は、主要機器については必ず記載してください。

※　「メーカー」は、主要機器については必ず記載してください。

２　電気設備に関する機器リストについて

※　前項目の表に準じて作成してください。なお、「電動機」の項目は「容量」としてください。
３　その他
※　その他の機器等があれば、前々項目の表に準じて作成してください。



（様式8-1）

横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業
設計建設図面集

（表紙）

平成27年　　月　　日

	提案者記号


	


· Ａ３版横書き可

（様式8-2）
提案図面一覧表
	図 面
	書類番号
	備考

	施設全体配置図（外構を含む。）
	
	

	施設各階平面図
	
	

	施設立面図
	
	

	施設断面図
	
	

	機器配置図
	
	

	各種フローシート
	
	

	基礎図
	
	

	建築図
	
	

	物質収支フロー
	
	

	熱収支フロー
	
	

	単線結線図
	
	

	監視制御システム構成図
	
	

	計装フロー図
	
	

	その他説明図
	
	


注１　提案図面の様式は任意とし、サイズは「Ａ３版」とする。

注２　本様式（様式8-2）のサイズは「Ａ４版」とする。

注３　機器配置図と建築図は兼用を可能とする。

注４　必要に応じて欄を追加・変更すること。

（様式9-1）

横浜市北部汚泥資源化センター汚泥処理・有効利用事業
資料集

（表紙）

平成27年　　月　　日

	提案者記号


	


· Ａ３版横書き可

（様式9-2）
提出資料一覧表
	資料名
	資料番号
	関連様式
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


注１　資料集に関する様式・用紙サイズ（Ａ３・Ａ４及び縦・横）は任意とする。

注２　必要に応じて欄を追加・変更すること。
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印





印





印





印









